
 

 

 

第３章 社会基盤施設マネジメント

計画の基本方針 

・インフラ管理の目指すべき姿 

－以下の 4点 

 

 

 

 

 

・社会基盤施設マネジメント計画の

基本方針と基本施策 

第２章 社会基盤施設の現状と課題 

・本市の域特特性、都市構造、人口、財政 

・将来経費の試算…未実施事業のコスト積

み増しを反映して見直し 

・マネジメント計画の評価：PDCA評価 

・インフラ管理の課題…4つの視点 

 第４章 施設別マネジメント計画 

・重点施策・施設別施策 

第５章 計画の推進 

・インフラ管理における全体最適の考え方      

―リスクマネジメントの視点で評価           

→運用段階での調整時の優先順位の指標として活用 

・計画の推進体制、計画予定表 

第１章 計画の目的と位置付け 

・本市の現状…インフラ老朽化、予防保全型管理への移行は途上段階、職員一人当たりの管理負担増 

・本計画の目的…「市民の安全・安心を守り、市民生活を支え続ける」 

・計画の見直しの視点…PDCA評価結果及び社会情勢の変化を現行計画へ反映、早期に導入が求められる 

現行計画の改善方策を重点施策としてリーディングプロジェクトに位置付け 

マネジメント全体の検証と改善 

個別施設の計画の検証と改善 

・PDCAサイクルによる継続的改善 
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別紙１ 

基本方針 取組みの視点と手法 基本施策

① 施設の役割に応じた管理水準の
適正化

② 計画的なインフラ施設の維持管
理・補修更新

③ 災害時の事業継続の視点を取り
入れた維持管理・補修更新

④ 施設の特性を踏まえた適切な管
理方法（予防保全・事後保全）
に基づいた最適な施設投資（ラ
イフサイクルコストの抑制）

⑤ 施設管理の合理化・効率化（管
理コストの抑制）

⑥ インフラの安全・安心の確保の
ために必要な財源の確保（多様
な財源活用・平準化）

⑧ 庁内連携・推進体制の確立・維
持

⑨ 情報の収集・電子化の促進及び
データの活用・更新

⑦ 市民・民間事業者・他自治体と
の連携

【基本方針１】
安全・安心な
インフラの維持

【基本方針２】
継続的な財政負担軽減の

取組み

【基本方針３】
市民・民間事業者・行政が
一体となった取組み

【基本方針４】
適切な情報管理に基づく

インフラ管理

モノ

カネ

ヒト

情報

延ばす 使用期間を延ばす

減らす
投入するお金を減らす

施設を減らす

増やす

既存の財源から使えるお
金を増やす

新たな財源を確保し使え
るお金を増やす

ならす お金をならす

蓄える お金を蓄える

透明化

情報化

体制の整備

新技術の活用

全体構成図 


